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問1  タービン発電機3台が，経済負荷配分の法則に従って負荷に電力を供給している。各発電機ユニットの燃料費と出力限界は以下の通りである。

G1 石炭火力: 
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G2 石油火力: 
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G3 石油火力: 
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この3台で合計出力1000MWであるとき，

(1) 制約条件がないと仮定した場合のそれぞれの出力を求めよ。 (5点→10点に修正)
→ 
[image: image7.wmf]464
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(2) その際の1時間あたりのトータルコストを求めよ。 (5点)
→ 
[image: image10.wmf]3
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(3) それぞれの出力が600MW，300MW，100MWであるときのトータルコストを求めよ。 (50点)
→ 
[image: image11.wmf]8
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(4) (2)(3)でそれぞれ得られたトータルコストを比較し，最経済的となる出力配分について論ぜよ。 (5点)

→ (例) (2)で得られた解は
[image: image12.wmf]2

P

が制約違反である。一方，(3)は範囲内(境界)である。(3)の方がトータルコストは高いが，制約を満たしている。制約を考慮した最適解は，
[image: image13.wmf]300
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[MW]に固定した条件で，改めて解き直すと得られると考えられる。

問2  母線の一次側，二次側それぞれに，しゃ断器が接続されている。パラメータはテキストp.55表2と同じとする。
(1) この回路の構成図を記載せよ。(10点)

→


[image: image14]
(2) この回路全体の事故確率を求めよ。(5点)

→
[image: image15.wmf]4
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(3) この回路全体の平均健全持続時間を求めよ。(5点)

→
[image: image16.wmf]2000
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(4) この回路全体の平均事故継続時間を求めよ。(5点)

→
[image: image17.wmf]36
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問3  ガバナフリー運転をしている発電機が2台並列に接続されている。発電機Aは定格100MW，速度調定率は2.5%，発電機Bは定格200MW，速度調定率は1.5%とする。いずれも定格周波数は50Hzで，定格出力時に定格周波数運転を行っているとする。

(1) それぞれの発電機の無負荷時の周波数を求めて，諸特性の関係がわかるグラフを作成せよ。(10点)
→ 
[image: image18.wmf]25

.

51

025

.

0

50

50

=

´

+

[Hz]，
[image: image19.wmf]75

.

50

015

.

0

50

50

=

´

+

[Hz] 下図のとおり

(2) 発電機Aが50MW出力している場合の周波数を求め，グラフに追記せよ。(5点)

→ 
[image: image20.wmf]625
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(3) 発電機Bが100MW出力している場合の周波数を求め，グラフに追記せよ。(5点)

→ 
[image: image21.wmf]375
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(4) 両方の発電機で合計150MWを出力している場合の周波数を求め，グラフに追記せよ。(5点)

→ 50.43 [Hz]

[image: image22]
問4  以下のうち，もっとも正しい説明を1つ選択して，その理由を記せ。 (各5点，合計25点)

(1) 電力事業関連

→○A. 一般電気事業者とは，いわゆる電力会社のことである。

B. 電力事業は，電気事業法を中心とした法令によって，国際的に規制がかけられている。→国際的ではない

C. 送電線は所有者が独占的に使用できる。→他事業者も利用できる

D. 電力の取引は，電力貯蔵装置を用いて行う。→送電設備
E. 一般家庭でも電力の購入先を選択できる。→できない

(2) 三相回路の不平衡計算関連

A. 1線地絡事故が発生すると，無効電流だけが流れる。→有効分も流れる(線路および地面のインピーダンスによる)

→○B. 三相平衡回路で三相短絡事故が発生すると，三相平衡電流が流れる。→不平衡電流が流れる

C. 零相成分は直流である。→交流である

D. 単相負荷を三相回路に接続すると，正相電流だけが流れる。→逆相成分も流れる

E. 不平衡が発生しても3つの線間電圧は同一である。→異なる場合もある

(3) 安定度関連

A. 安定度を論じるためには，回転機の中でも誘導機が重要である。→同期機

B. 安定性を高めるために，電線路を長くした。→短くした

→○C. 脱調が発生すると電力を持続的に送り続けることはできない。

D. 発電機の回転蓄積エネルギーが小さいほど安定度を高めることができる。→大きいほど

E. 安定度を高めるためには，送電リアクタンスを大きくするのが効果的である。→小さくする

(4) 周波数制御関連

A. 時差の発生は需要家側に今日でも大きな影響をおよぼす。→ほとんど影響ない

B. FTCは周波数だけを計測して発電機出力を制御している。→連系線潮流

C. 沖縄電力は単独系統であるため，周波数維持能力が高い。→低い

→○D. 今日では，周波数品質に一番シビアであるのは，発電機タービンの共振であるといえる。

E. 発電機タービンの共振を増加させるように，周波数を維持する必要がある。→減少

(5) その他  【解答が2つあるのでいずれも解答でも正解とする】
A. 等ラムダ則によれば，複数の発電機の単位時間あたりの発電コストが一致する点が最適運転点である。→増分燃料費

B. 進相コンデンサは単相用のみであり，三相用は存在しない。→存在する

→○C. 実際の発電機では，機械的入力よりも電気的出力の方がわずかに小さい。

D. タップ付き変圧器を用いることにより，2次側の周波数を変化させることができる。→電圧

→○E. 受電端電圧の低下対策として，進み無効電力を供給する方法がある。
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